










境港管理組合

大 山

美保湾
弓浜半島

中海

島根半島
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大 山

美保湾 弓浜半島

中海

島根半島

北東アジアゲートウェイを目指す

境 港

島根県

鳥取県

港湾区域

○境港は、鳥取県と島根県の両県にまたがる港湾区域を有し、北方を島根半島により遮蔽されている天
然の良港であり、日本海側有数の国際貿易港

○１８９６年（M29）に開港（神戸税関管内では神戸港に次ぎ２番目）、１９５１年（S26)重要港湾指定。
○後背地は鳥取県米子市、境港市及び島根県松江市、出雲市、安来市など人口約６０万人、,製造品出

荷額約９千２百億円（主な業種：食料品、パルプ・紙、電気機械、鉄鋼業）の圏域
○港湾管理者は境港管理組合（１９５８年（S33)設立、管理者：鳥取県知事、副管理者：島根県副知事）
○鳥取県側：41バース（水深４．５ｍ～１４ｍ）、島根県側：7バース（水深４．５ｍ～９ｍ）

：岸壁

２

境港

境港の位置と概要

境港市

米子市

松江市

安来市



江島地区

内港地区

外港昭和北地区

外港竹内地区
外港竹内南地区

弓ヶ浜

米子市

安来市

松江市美保関町

江島大橋
（ベタ踏み坂）

米子
鬼太郎空港

外江地区

松江市八束町

外港中野地区

地区名

コンテナ貨物

木材チップ、雑貨品

主要施設 主要取扱貨物等

外港昭和南
-14mﾊﾞｰｽ　280m

-13mﾊﾞｰｽ　270m

地区名 主要施設 主要取扱貨物等
外港中野地区 -12バース　240m 原木

地区名

-9m ﾊﾞｰｽ 　165m 原木・石材

-7.5mﾊﾞｰｽ　130m セメント

主要取扱貨物等

江島

主要施設

地区名

ｾﾒﾝﾄ・原木

重油、雑貨品

主要施設 主要取扱貨物等

外港昭和北
-9m  ﾊﾞｰｽ  370m

-7.5mﾊﾞｰｽ　260m

「境港」の全景と主要岸壁

大山
米子市

地区名 主要施設 対象船舶

外港竹内南 -10mバース　300m
内貿RORO船,国際フェリー船,
クルーズ船

外港竹内南地区 ２０２０.４供用開始

内港地区

外江地区

外港昭和南地区

地区名 主要施設 主要取扱貨物等

-13mﾊﾞｰｽ 270m 木材ﾁｯﾌﾟ

外港昭和南 -10mﾊﾞｰｽ 185m 金属くず

-7.5mﾊﾞｰｽ 130m

国際ＣＴ

外港中野地区

江島地区

外港昭和北地区

外港昭和南地区
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上 海

北京

名古屋

仁川

東京

ソウル

天津

境港

大阪・神戸

大連ハバロフスク

牡丹江

吉林

ウラジオストク

中国吉林省

ハルビン

ロシア沿海地方

瀋陽

長春

釜山

米子鬼太郎空港

凡例
国際定期航路

国際定期空路

香港

週６便（運休中）

週３便（運休中）

東海

韓国航路 週３便

釜山港から最短１日で接続

釜山T/Sにより、アジア、欧米等

世界の主要港へ接続

中国航路 週１便

上海から３日で接続

上海まで４日で接続

中国各港へフィーダーサービス提供

国際定期コンテナ航路

韓・中航路 週２便

釜山港まで２日で接続

青島から３日で接続

（平成３１年４月：新規航路）

週２便（運休中）

境港の国際定期コンテナ航路

2021年8月現在
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2022年1月現在

韓・中航路 週１便

釜山港まで1日で接続

青島まで10日で接続

韓国航路 週４便

釜山港から最短１日で接続

釜山T/Sにより、アジア、欧米等

世界の主要港へ接続

2022年8月現在
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上位の貿易相手国では、中国、韓国、アメリカが減少し、
フィリピン、タイが増加している。

■主な貿易相手のコンテナ取扱量（2021年実績）

＊全体数量： 21,853TEU
＊韓国航路 ： 19,792TEU  （全体の 90.6％）（輸出：紙・パルプ、木製品、非鉄金属 輸入：木製品、非金属鉱物、鉄鋼）

＊中国航路 ： 1,752TEU  （全体の 8.0％）（輸出：紙・パルプ、電気機械 輸入：電気機械、家具装備品）

＊国際フィーダー： 309TEU  （全体の 1.4％）（輸出：紙・パルプ、木製品、水産品 輸入：木製品、製造食品）

■2021年 コンテナ貨物の傾向

■取扱貨物の傾向 （2021年実績）

境港の取扱貨物量
○全体貨物量は350万トン前後で推移していたが、2020年は新型コロナウィルス感染症の流行に伴い300万トンを割り込んだ。2021年は国内・海外の需

要回復もあり、回復傾向にある。
○コンテナ貨物量（実入り）は2009年以降右肩上がりで増加していたが、2020年は新型コロナウィルス感染症の流行に伴い、韓国航路が前年比15％減、

中国航路が前年比30％減と共に大幅減となった。2021年の同様の傾向であるが、R3.11～開始した国際フィーダー航路が下支えしている。

■コンテナ（実入り）取扱量
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■全体貨物量
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（TEU） 国際フィーダー
中国航路
韓国航路

21,853TEUで対前年から横ばい

Ｒ３ Ｒ２

（２０２１）年 （２０２０）年

1 中国 8,892TEU 9,783TEU ‐9.1%

2 フィリピン 5,087TEU 4,382TEU 16.1%

3 韓国 2,324TEU 2,713TEU ‐14.3%

4 タイ 1,433TEU 1,075TEU 33.3%

5 アメリカ 916TEU 951TEU ‐3.7%

順位 国  名
前年比

増減率
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316万トンで対前年から回復傾向

日本海側拠点港 選定機能

① 国際海上コンテナ拠点
・中国・韓国へのダイレクト輸送促進による
輸送コスト縮減

② 原木拠点
・基幹産業である合板製造工場が多数存在

④ 国際フェリー・
ＲＯＲＯ船拠点

・対岸への近接性を活かした
環日本海物流ルートの維持･拡大

⑤ リサイクル貨物拠点
・環日本海静脈物流の形成

その他重点機能

国際コンテナターミナル

原木荷役状況

国内
ＲＯＲＯ船（試験輸送）

③ 外航クルーズ拠点
・クルーズ誘致による観光立国の
実現

2021年
境夢みなとターミナルへ初寄港した飛鳥Ⅱ

・物流コスト削減とリードタイム短縮による国際競争力強化
・観光立国の実現
・循環型社会の構築

境港の主要機能
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境港のコンテナ取扱貨物量（2021年/国別）

7
注）取扱量には空コンテナを含む

鳥取県

輸 出 輸 入

島根県

輸 出 輸 入

H
25

H
30

出典：国土交通省港湾局「全国輸出入コンテナ貨物流動調査」

山陰両県の輸出入コンテナ貨物の利用港湾

境港
13.2%

神戸港
55.0%

浜田港
15.1%

広島港
4.0%

その他
12.7%

境港
27.4%

神戸港
45.5%

浜田港
11.3%

広島港
5.2%

その他
10.6%

境港
31.8%

神戸港
36.1%

浜田港
13.6%

北九州港
7.2%

大阪港
6.1%

その他
5.2%

境港
19.7%

神戸港
36.8%

浜田港
21.4%

北九州港
4.3%

大阪港
9.1%

その他
8.7%

境港
70.2%

神戸港
16.3%

大阪港
11.9%

その他
1.6%

境港
37.0%

神戸港
44.7%

大阪港
13.9%

その他
4.4%

境港
62.7%

神戸港
27.1%

大阪港
6.3%

その他
3.9%

境港
42.9%

神戸港
43.9%

大阪港
9.4%

その他
3.8%

8



国際フィーダー日本海航路の促進

 神戸港・境港・京都舞鶴港・敦賀港の間で国際フィーダー日本海航路が定期化（R4.3月～週1便）
 新たに国内貨物の積載サービスも開始（国内各地への井本商運定期航路網を通じた移送が可能）

＜運航スケジュール＞
神戸港（土）～敦賀港・京都舞鶴港（火）～境港（水）～神戸港（土）
※毎週台湾（輸出約8日、輸入約12日）への輸出も可能

＜主な利用貨物＞
陸上輸送により神戸港を利用している荷主、及び海上輸送の混乱
により境港から神戸港に利用振替している荷主等の貨物等

R3.11～R4.7の境港航路別コンテナ貨物取扱量（実入り）（TEU）

9

航路利用が
着実に増加！

＜フィーダーサービス輸入コンテナの流れ＞

＜フィーダーサービス輸出コンテナの流れ＞

【出典：井本商運（株）ホームページ】

【運航船舶】
だいこく
船社：井本商運（株）
総トン数：749ton
最大積載：189TEU

境港国際コンテナターミナルでの荷役状況

観光案内・物販・レンタサイクル
妖怪展示・イベントホール

大型クルーズ船貨物船（RORO船）

 事業内容・⽬的 ２０２０年4⽉供⽤開
始

 国際定期貨客船や国内ＲＯＲＯ船、大型クルーズ船などに対応した物流・人流ネットワークの拠点として、機能
集約化した旅客・物流ターミナルを整備。

 ターミナル上屋建設・ふ頭用地整備を境港管理組合、岸壁・泊地浚渫を国直轄事業で実施。●境港管理組合実施分
内容：旅客上屋約3,300m2,ふ頭用地整備約8.3ha

●国直轄事業実施分
内容：岸壁（-10m）L=280m、 泊地（-10m）浚渫

竹内南地区 境夢みなとターミナル開業
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 ２０２１年４月１６日境夢みなとターミナル（２０２０年４月供用）に第一船となるクルーズ客船
「飛鳥Ⅱ」が寄港！

・境港へのクルーズ客船の寄港は１年４カ月ぶり、地元関係者による寄港歓迎イベント等を実施。
・ターミナル待合エリア等には、物販、レンタカー、観光案内、等のブースを設置。

飛鳥Ⅱ寄港の様子（２０２１年4月16日撮影）

境夢みなとターミナル

SANKO夢みなとタワー

レンタカー貸し出し（フリー客への対応）

寄港記念イベント（安来節披露）

オプショナルツアーに向かう乗客

境夢みなとターミナル クルーズ客船初寄港
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○クルーズの受入拠点となる「境夢みなとターミナル（2020年4月供用）」はクルーズ船の受入機能だけでなく、「み
なとオアシス境港」の構成施設でもあり、周辺施設と連携した地域の交流・賑わいの拠点としての役割を担う。

N

（-10）370m

（-12）240m
（-7.5）130m

（-10）185m
（-13）270m

（-14）280m

（-9）160m

とのえ

みなとオアシス境港

みなとオアシス境港

境夢みなとターミナル
（クルーズターミナル）

境港公共マリーナ

みなとさかい交流館
（フェリーターミナル）

指定管理者による自主事業（境夢みなとターミナルでの主な開催イベント）
 2019年7月4日 厄除け打ち上げ花火大会（約370発、来場者1,000人）

・ターミナル近辺の防波堤から打ち上げ、広い展望デッキ、屋外駐車場を活用
 2019年7月23日～25日 みなとビアガーデン（来場者113人）

・新型コロナウィルスに配慮し、屋上展望デッキのオープンスペースを活用
・市内飲食店に出店してもらい、コロナ禍による影響を支援

 弓ヶ浜サイクリングフェス 集まライダー2020（来場者151人）
・近接する弓ヶ浜サイクリングコースとコラボし、サイクリングコースとターミナルの魅力を発信

マリーナ

• 近年利用客数は増加傾向。
• 2019レーザー級世界選手権

大会開催。

みなとオアシス境港

• 2021年に延期されたSea級グルメ全国大会の代替イベントとして、
「境港のＳｅａ級グルメ」を開催（2020.10.16～2020.11.15）

みなとさかい交流館

夢みなとタワー

境港おさかな
ロード大量祭

Sea級グルメ
白いかあげそげ丼

境夢みなとターミナルを活用した地域の賑わいづくり

境夢みなとターミナル

今後の主な活用予定
 大型映像装置の導入
・55型モニター20面で構成される大型マルチビジョン

を活用し、eスポーツイベント、各種スポーツのパブ
リックビューイングを開催
 地元小学生等のターミナル見学会

 境港市成人式、フリーマーケット、社交ダンスの会
場等として活用

弓ヶ浜サイクリングロード
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港湾荷役用機械（ガントリークレーン）の増設

外港昭和南地区国際コンテナターミナル（現在）

○事業概要
・施設名等 ： 荷役機械（Ｎ＝１基）
・全体事業期間 ： ２０２０年度～２０２２年度

２０２３年春頃供用開始予定

ガントリークレーン
（新規整備）

既設ガントリークレーン

①境港背後圏域のポテンシャルへの対応
• ２００６年に設置以降、コンテナ取扱量は着実に増加しており、

２０２４年には現ＧＣ能力の上限となる5.5万TEUに到達見込み
（２０３３年には２０１８年（3.9万ＴＥＵ）比で約２倍となる7.7万ＴＥ
Ｕに増加）

②コンテナ船の大型化への対応
• コンテナ船1000TEU級から1700TEU級に対応可能なＧＣを新設

③GC１基体制の脆弱性への対応
• １基体制におけるリスク管理上の課題を解消（部品交換等の計

画的な維持管理が可能となるほか、トラブルによる荷役ができ
ない状況を回避）
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・境港は中国地方日本海側重要港湾第１位の石油製品移入量であり、日本海側のエネルギー輸送拠点
・令和４年４月に米子バイオマス発電所が開所、令和４年度中には境港バイオマスが開所予定
・令和４年４月２６日に境港背後圏の米子市、境港市が環境省より「脱炭素先行地域」に選定

⇒圏域を挙げてカーボンニュートラルの取組みを促進

 カーボンニュートラルに関する地方の取り組みを推進するためにも、二酸化炭素排出量の６割（全国ベース）を
占め、水素等脱炭素エネルギーの供給拠点となる港湾エリアが果たすべき役割・施策等の明示が必要

⇒令和4年度からCNP（カーボンニュートラルポート）形成計画の策定に着手

境港カーボンニュートラルポート（CNP）形成計画の策定

名称 事業者 進捗状況 定格出力 使用燃料 利用岸壁

①
境港バイオ
マス発電所

合同会社境港
エネルギーパ
ワー

• 2020年10月
着工済み

• 2022年秋稼
働予定

24,3MW
• PKS：15万t（イ

ンドネシア、マ
レーシア）

• 外港１号岸壁（-9m）又
は昭和南地区の岸壁を
利用。

②
米子バイオ
マス発電所

米子バイオマ
ス発電合同会
社）

• 2019年9月着
工済み

• 2022年4月稼
働予定

54,5MW

• 木質ペレット：16
万t（北米）

• PKS：7万t（イン
ドネシア、マレー
シア）

• 木質ペレットは、昭和南
１号・２号岸壁（-10m, -
13m）を利用。

• PKSは①と同様の計画。

【バイオマス発電所の進出状況］

①境港バイオマス発電所 ②米子バイオマス発電所 PKS荷揚げ状況（外港昭和北）

②米子バイオマス発電所

①境港バイオマス発電所
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港湾計画改訂（R3.7月）の概要

N

（-10.5）430m

（-12）250m
（-7.5）130m

（-10）185m（耐震化（緊急物資））
（-13）270m

（-14）280m

境港公共マリーナ

夢みなとタワー

夢みなと緑地

境夢みなとターミナル

弓ヶ浜
（サイクリングコース）

外港竹内南地区
たけのうちみなみ

外港竹内地区
たけのうち

外港中野地区

内港地区

外江地区
とのえ

江島地区
えしま

作業船等

官公庁船等

漁船等

江島大橋
（べた踏み坂）

境港さかなセンター

下宇部尾地区
しもうべお

自然的環境を
保全する区域

フェリーターミナル
（西郷港）

漁船等
（漁港区域）

将来構想

（-12）230m

公共岸壁（既設）

臨港道路（既設）

【 凡 例 】

その他道路（既設）

物資補給岸壁

既定計画

主要施設等

今回計画

■22万ＧT級大型クルーズ船寄港への対応
• (‐10)370m → (‐10.5)430m

■マリーナ機能の強化
• 土地造成、防波堤形状の変更等

■コンテナ、バイオマス燃
料及び金属くず取扱機能
強化
• 新規岸壁(‐12)230m

（幹線）
• 土地造成

■ 原木取扱機能の強化
• (‐9)165m+(‐7.5)130m → (‐9)250m

■防災機能の強化
• 10m岸壁：耐震化（緊急）

（-5.5）100m

■ 原木取扱機能の集約・強化
• 取扱岸壁のシフト
• (‐12)240m → (‐12)250m

外港昭和北地区

①昭和南地区

②中野地区

③竹内南地区

④境港公共マリーナ

⑤江島地区

外港昭和南地区

■目標年次：令和10年代後半(2033年)
（既定計画：平成17年6月改訂→目標年次 平成30年代前半）
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ご清聴ありがとうございました。

境港駅前広場とみなとさかい交流館 べた踏み坂（江島大橋）

境港水産物地方卸売市場


